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研究成果の概要（和文）：　本研究は、アジア諸国における廃棄物最終処分場からの温暖化ガス放出量の削減を目的と
して行った事例研究である。特に降水量の多いアジア諸国では、有機物の可溶化期間における流出汚濁負荷量が十分解
明されておらず、溶解性有機炭素（DOC)の寄与率は大きい。そこで福岡方式を基本とした温室効果ガスの削減効果と浸
出水水質浄化効果を有するCo-benefit型CDMの有効性を明らかにするため、マレーシア、ベトナム、そして中国のモデ
ルサイトで実証研究を行った。国情が異なった3カ国においても福岡方式によるCo-benefit型CDMの有効性を定性的かつ
定量的（CO2換算で5～20％削減)にも明らかにした。

研究成果の概要（英文）： This research is the case study with the purpose of clarification to reduce the G
HGs emission from landfill site in Asian countries. The discharge amount of pollution load by organic matt
er during the leaching period is not well understood. Moreover, the dissolved organic carbon (DOC) has a l
arge influence for this amount. We had the experimental studies in Malaysia, Vietnam and China to clarify 
the availability of "Co-benefit CDM technology" based on the Fukuoka method, which has the reduction effec
t of GHGs and the purification of leachate. Although the situations of all countries are different, the av
ailability of Co-benefit CDM technology by Fukuoka method was proved from our results as qualitative and q
uantitative (GHGS reduction effect:5%to20% CO2 based).Also, we carried out human capacity development in t
hese countries.
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１. 研究開始当初の背景 

（１）京都議定書が採択された気候変動枠組

条約第 3 回締約国会議において、議長国であ

ったわが国は、基準年（1990 年）比で

GHGS6％を削減することを約束しているが、

2005 年度における温室効果ガス排出量は、基

準比＋7.8％である。このことは、これまで行

われてきた省エネルギーや森林保全の促進な

どの国内対策だけで目標を達成することは困

難であり、クリーン開発メカニズム（CDM）

や国際排出量取引などの京都メカニズムを活

用した対策が必要であることを意味している。 

この様な背景の下で、廃棄物最終処分場か

らのメタンガス回収を目的とした CDM プロ

ジェクトが実施されている。 

 

（２）しかし、メタン回収は、回収施設の設

置や運転管理費が高く、高度な運転管理技術

も必要であり、経済力及び人材が不足する開

発途上国では、大都市圏において適用可能と

しても地方へ展開することは極めて難しい。

さらに、仮にメタン回収を実施したとしても、

回収して発電できる期間は限られており、メ

タン回収後の最終処分場跡地の安定化と残存

する温室効果ガスの発生抑制が必要である。 

 

２．研究の目的 

（１）本研究は、地球規模での温室効果ガス

の削減に貢献することを目的として、1975 年

に筆者らと福岡市の共同で開発した「福岡方

式（準好気性埋立システム）」による温室効果

ガスの削減量を、様々な気候帯の実最終処分

場で測定し定量化する。 

 

（２）そして、現在 CDM 事業として実施さ

れつつある最終処分場からのメタン回収のバ

ックアップ技術または、経済力及び人材が不

足するアジア諸国での福岡方式の CDM 技術

としての有効性を明らかにするものである。 

 

３．研究の方法 

（１）マレイシアにおける事例研究 

 マレイシア国アンパンジャジャ埋立地は、

1996 年に埋立が完了し、約 10 年が経過して

おり、嫌気性埋立区画のメタン濃度はメタン

回収ができない濃度域である 20％以下とな

っている。また、この埋立地の一部に福岡方

式が建設されており、嫌気性埋立区画同様埋

立終了約 10 年が経過している。このモデルサ

イトにおいて両区画の発生ガス調査を行うと

同時に、嫌気性埋立区画に「鉛直ガス抜き管」

を新たに設置し、福岡方式への転換による温

室効果ガス量の削減効果及び浸出水の浄化能

を調査した。 

 

（２）ベトナムにおける事例研究 

ベトナム国ティンプー埋立地は、水際にあ

る海水面埋立地で、典型的な嫌気性埋立構造

で、臭気、メタンガス発生及び汚濁負荷の高

い浸出水が漏れている非衛生埋立場である。

本埋立地の一角に、福岡方式を基にした「循

環式準好気性埋立構造」のモデル埋立地を新

規に建設すると共に、自然エネルギーを利用

した「トルネード浄化装置」及び「ECO-FAN」

を併用した簡易型の浸出水浄化装置を設置し、

両埋立構造を対比する中で、福岡方式による

温室効果ガスの削減効果及び浸出水浄化効果

を定量的に明らかにした。平行して、オンサ

イトトレーニングを通して人材育成も行った。 

 

（３）中国における事例研究 

  中国雲南省蒙自県の埋立地は、中国清華
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する埋立地である。しかし、財政

足で、十分な維持管理がなされず、福岡方式

の十分な効果が発揮されていない。幸いにし
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「ECO

出水の

かにした。

 

４．研究成果
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置によって、これまで蓄積している層内のメ

タンガスを排除すると共に表層から空気が層

内に流入することで徐々に埋立層内の微生物

環境を嫌気性から好気性に変換するものであ

る。即ち、廃棄物中の有機物の微生物分解を
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